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0 総 説 0 

『sRsエアバッグ·シートベルトプリローダー装着車のご注意』 

このセクションには,emsエアバッグ·シートベルトプリローダーに影響する整備作業があります。該当する整備作業については目次 

および本文中のタイトルの前に★印が付いていますので、作業前に本書のsmエアバッグ·シートベルトプリローダーの注意事項をご 

一読の上確実な作業を行ってください。
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塑性域締め付けボルトについて 0-12 
トルクレンチに延長工具を取り付けたときの
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0-2 総 説一本書の見方 

T0024270 

本書の見方

修理作業の説明範囲

修理作業は大別すると「診断」,「脱着,交換,分解·組み付けお 

よび点検·調整作業」および「完成検査」の3工程に区分するこ 

とができます。本書は第2工程の「脱着,交換,分解·組み付け 

および点検·調整作業」について説明したものであり,第1工程 

の「診断」(本文中,電装品関係のトラブルシューティングは掲 

載しました。)および第3工程の「完成検査」については説明を 

省略しました。

TO024281 

説明内容の見方

1 注意事項 

(1) 該当するセクション独自の注意事項について記載しました。 

2 準備品 ( 
(1) 作業前に準備すべきSST、工具,計器および油脂などについて 

掲載し,あわせて各々の使用目的を説明しました。ただし,準備 

品のうち,トヨタツールスタンド,ジャッキ,リジッドラックな 

ど一般整備工場に常備されていると思われる準備品については

掲載を省略しました。

3 作業手順 

(1) 各セクションのはじめに構成図および断面図を掲載し,構成部 

品の取り付け状態が把握できるようにしました。

(2)構成図の中に再使用不可部品,プレコートボルトおよび締め付 

けトルクを明記しました。

記載例

·リザーバーキャップASSY 

( 59 

マスターシリンダーリザーバーストレーナー
T - 350 

マスターシリンダーリザーバー

マスターシリンダーブーツ

T - 17.5 

●ブレーキマスターシリンダー出1 ピストンASSY 

マスターシリンダー
リザーバーグロメット

●スナップリング 

●ブレーキマスターシリンダーNo2 ピストンASSY 
●ガスケット ( 

島 T-100 ピストンストッパーボルト

マスターシリンダーボデー

@ …プレコートボルト ●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 
D00118 
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0-3 総 説一本書の見方 

(3) イラストにて,作業部位および作業内容を掲載しました。 

(4) 説明文では,細部にわたる作業方法,情報,規格および注意など ④ 
を掲載しました。

小タイトル

クランクシャフトプーリー脱着
作業項目SST 

1 クランクシャフトプーリー取り付け 

(1)クランクシャフトプーリーを取り付ける。 

(2) SSTを使用してクランクシャフトプーリーボルトを締め付 

ける。

SST 092130-14010 09330-00021 

T=1550kg・cm 

情報
R6126 

規格

説明文:細部にわたる作業方法 

i 3
 イラスト:作業部位および作業内容 

DA0008 

4 本書に省略されている内容 

(1)本書では次の要素作業の記載を省略しいますが,実作業におい 

ては実施してください。

①ジャッキ作業およびリフト作業。 

②必要に応じて行う取りはずし部品の清掃,洗浄。 

③ 目視による点検。 

T0024283 

用語の定義

基準値……点検,調整時の許容範囲を表します。 

限 度 ....... 調整時にこえてはならない最高値または最低値 

を表します。

参考値 ..... 基準値を知るための測定方法が著しく困難なため,実 

際に不具合発生のおそれのない場合の簡略測定法にお

ける基準値を表します。

禁止作業など行ってはいけない事項および作業要領で教育推進事

特に注意すべき事項を掲載しました。

〈参考〉……作業を容易にするための補足説明を,説明文から分離 

して掲載しました。
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0-4 総 説一★作業にあたっての心得および注意 

T0024285 

★作業にあたっての 
0 

心得および注意

身だしなみ 安全作業

常に清潔なエンジニアウエ ジャッキアップしたときは

必ずリジッドラックでささ
アを着用する。

える。
帽子,安全靴を必ず着用す 

またリフトアップしたとき
る。 は必ず安全装置を掛ける。

TOYOTA 3 25 
D (1) 

i 

工具、計器等の準備

作業前にツールスタンド, 

SST, 工具, 計器, 取り替え部品の整理
車両の保護

ウエス,取り替え部品など 
取り替え部品は必ず取り替 作業前にフェンダーカバー, 

を準備する。
え部品箱に整理する。 シートカバーを必ず装着す

る。
★工場内は常に整理·整頓し働きやすい作業環境にする。 

P0143 DA00009 

一般的な注意

1 バッテリーターミナルの脱着 { 
(1) 電気系統の作業を行う場合は,ショートによる焼損を防ぐため 

事前にバッテリー(ターミナルを取りはずす。 

(2) バッテリーターミナルを脱着する場合は,バッテリー端子を損 

傷するおそれがあるので,ナットを完全にゆるめて脱着し絶対 

にこじらない。

(3) バッテリーターミナルを取りはずすと,ダイアグノーシスおよ 
P0542 

びラジオのプリセットが消去するので、事前に内容を確認して

おく。

↓ 
2 各ホースクランプ(板バネ式)の脱着 

(1) 各ホースを再使用する場合は,クランプは必ずホースのクラン 

プ跡に取り付ける。

(2) 取り付け後,矢印の方向に力を加えてクランプ跡になじませる。 

(板バネ式) 
D00006 
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0-5 
総説一★作業にあたっての心得および注意 

3 ワイヤハーネスの取り扱い 
(1) ワイヤハーネスがボデー端部·鋭角部およびスクリューなどに 1 

干渉しないよう,クランプは元の位置に確実に取り付ける。 

(2) 各部品を取り付ける場合,ワイヤハーネスを噛み込ませないよ 

う十分注意する。

D00210 

4 コネクターの取り扱い 

(1) コネクターをはずす場合,コネクターを握って引き抜き,ワイヤ 

ハーネスを引っ張らないようにする。

(2) ロック付きコネクターはロックをはずしてから引き抜く。 

(3) ロック付きコネクターの接続は,ロック音がするまで確実に差 

し込む。

(4) コネクターにミニテストリードを差し込む場合,後方から行う。 
ま

D00211 

TOD24257 

★点検整備時の注意 

★SRS エアバッグ・シートベルトプリローダー 

1 全般的な注意事項 

(1) SRSエアバッグセクションの指示に必ず従って作業する。 

(2) 作業はダイアグノーシスの確認を行った後,イグニッションス 

イッチをOFF(LOCK)にし,バッテリーの(クーミナルをはず 

した後,90秒以上経過してから開始する。 

義太鼓等 システムはバックアップ電源を備えているため,バッテリー 

の一ターミナルをはずしてから90秒経過しないうちに作業 

を開始すると,エアバッグ·シートベルトプリローダーが展 

開する可能性がある。

(3) システムの電気的な点検には,トヨタエレクトリカルテスター 

を使用する。

(4)他の車両のシステム部品は絶対に使用せず,部品交換時は必ず 

新品を取り付ける。

(5) システム部品を落下させた場合や,ケース,ブラケットおよびコ 

ネクターにひび割れ,へこみ,欠けがある場合は,新品と交換す 

る。

(6) システム部品は絶対に分解しない。 

(7) システム部品は高熱や火気にさらさない。 

(8) システム周辺には注意事項を記載したラベルが貼り付けてある 

ので,これらの指示に従う。 
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0-6 
総説一★作業にあたっての心得および注意 

ヘッドランプ

3分以上点灯禁止! 630 
1 ヘッドランプカバー使用時の注意 

(1)ヘッドランプ点灯時にカバーをする場合は,3分以上行わない。 

〈参考〉 ·ヘッドランプのアウターレンズは樹脂製であるため, 長時間 
0 

行うと熱により変形するおそれがある。

·片方のヘッドランプだけ長時間点灯させる場合は,もう片方 

のヘッドランプのコネクターを切り離して作業する。

D00084 

★ダイアグノーシスコネクター·TDCL 

★取り付け位置·端子配列 

(1) エンジンルームにダイアグノーシスコネクターがあり,運転席 

右側足元にTDCLがあります。 

(2) コネクター端子の接続位置を間違えると、故障の原因になるた /
3

 め絶対に間違えない。

(3)点検方法については各セクションを参照する。 

0 

Fr W E1 0x1 ▲業 $ EM 
0- 

XX 無線
- 

[cco 業費 Te者 CC1 Tc ▲額 20 * 

手数 YM yra 0x Ts 業 精A 48 18 Y' Tt ぎ 10 1 

1UZ-FE 2J2-GE TDCL ダイアグノーシスコネクター
D00085 

1 

字光式ナンバープレート1 

1 字光式ナンバープレートの取り付け 

(1)フロントの字光式ナンバープレートを取り付ける場合はナン 

バープレートブラケットを取りはずしてから取り付ける。

ナンバーブレートブラケット D00033 
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0-7 
総説一★作業にあたっての心得および注意 

冷媒ガスおよびコンプレッサーオイル

1 新冷媒ガス(R134a)についての注意事項 

(1) 従来の冷媒ガス(R12)と新冷媒ガス(R134a)に互換性はない 

ので注意する。

③ 789 誤充てんすると、潤滑不良によりコンプレッサーがロックす

るおそれがある。

2 コンプレッサーオイルについての注意事項 

(1) R134aのピストンタイプコンプレッサー用オイルND-OIL8 

を使用する。

熱 加工感 ·R134aのシステムにR12用のコンプレッサーオイルを使用 

すると, 潤滑不良によるコンプレッサーのロック, ゴム部品 

の膨潤による冷媒もれ等のおそれがある。

・R12のシステムにR134a用のコンプレッサーオイルを使用 

すると,A/Cシステムの耐久性が低下する。 

〈参考〉 ·ND-OIL6:R12のピストンタイプコンプレッサー用 

・ND-OIL7:R12のベーンタイプコンプレッサー用 

・ND-OIL8: R134aのピストンタイプコンプレッサー用 

・ND-OIL9:R134aのベーンタイプコンプレッサー用 

(2) R134a 用のコンプレッサーオイルは吸湿性が高いので,A/C 

部品をはずした場合は,直ちにプラグ等を取り付け,大気と遮断 

する。

3 0リングについて 
(1) Oリングは必ずR134a用のOリングを使用する。 

教育嘛験  R12 用のOリングを誤って使用すると、ガス漏れを起こすお 

それがある。

4 真空引き作業時の注意 

(1) R12 用真空ポンプに電磁弁アダプターを取り付けて作業する。 

第一種橋 真空ポンプ内のR12用コンプレッサーオイルがR134aのシ 

ステムに逆流するおそれがあるため,真空引き作業終了後 

真空ポンプを接続したまま放置しない。

5 新冷媒エアコンサービスツール 

(1) 新冷媒ガスの充てんおよび漏れ点検などは,従来のR12 用サー 

ビスツールでは行えない。R134a用サービスツールを使用する。 
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0-8 
総説一略語説明

T0024260 

略語説明

略語 略 語 説 明 説 明

ABS アンチロックブレーキシステム J/B ジャンクションブロック

A/C エアコンディショナー LH 左側

ACIS 可変吸気システム LSPV ロードセンシングプロポーショニングバルブ

ALT オルタネーター O/D オーバードライブ

A/T オートマチックトランスミッション PKB パーキングブレーキ

アッセンブリーASSY PPS プログレッシブパワーステアリング

BTDC 上死点前 P/S パワーステアリング

C・B サーキットブレーカー R/B リレーブロック

CD コンパクトディスク RH 右側

ECU エレクトロニックコントロールユニット ROM リードオンリーメモリー

ECT エレクトロニックコントロールトランスミッション RR リヤ

EFI エレクトロニックフューエルインジェクション SRS 乗員保護補助装置

E/G エンジン SST 特殊工具

EX エキゾースト STD スタンダード

{
 (

 

F. L フュージブルリンク SW スイッチ

上死点FR フロント TDC 

IACV インテークエアコントロールバルブ TRC トラクションコントロールシステム

IG イグニッション TEMS トヨタ電子制御サスペンションシステム

IN インテーク VSV バキュームスイッチングバルブ

ISCV アイドルスピードコントロールバルブ W/H ワイヤハーネス

{ 
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0-9 総 説一車種構成一覧表 

TOOZAA291 

車種構成一覧表
0 

ボデー
通称名 グレード エンジン トランスミッション 車両型式

形状

2 JZ-GE A340E 
A タイプS E-JZS147-ATPQF 

(3ℓガソリン) (4A/T・ECTi・フロア) 

2 JZ-GE A340E 
Bタイプ E-JZS149-ATPVF 

(3ℓガソリン) (4A/T・ECT-i・フロア) ト
ヨ
タ
 
ク
ラ
ウ
ン
 
マ
ジ
ュ
ス
タ
 

4
ド

ア
 
ハ

ー
ド

ト
ッ

プ
 

i CタイプS E-UZS147-ATPZK 

1 UZ-FE A341E 
(4ℓガソリン) (4A/T・ECT-i・フロア) 

Cタイプ E-UZS141-ATPZK 

Cタイプi-Four E-UZS143-ATPZK 

1UZ-FE A341H+UF1AE 
(4ℓガソリン) (4A/T・ECTi・フロア) 

アクティブ4WS装着車 E-UZS145-ATP2K 

JA5789 
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0-10 
総説ーボルトおよびナットの締め付け

10024202 

ボルトおよびナットの締め付け
0 

一般規格ボルトおよびナットの締め付けトルク

1 締め付けトルクの把握方法 

(1)ボルトの締め付けトルクは,下表よりそのボルトの該当する強 

度区分を見つけ,後述の締め付けトルク表からその値を把握す 

る。

(2) ナットの締め付けトルクは,相手となるボルトから前述の方法 

で把握する。

2 ボルト強度区分の識別方法 

(1)現品による識別方法 

形状と強度区分の見方 強度区分 形状と強度区分の見方 強度区分 { 
4=4T 

頭部に数字の浮き出
5=5T 

し,または刻印がある 
6=6T 六角ボルト ボルト

〔ヘキサゴン〕 7=7T 
ボルト 無

2
0

 ....... 印 4T' 

(標準座面) 
1.11 無

3
. 印 4T 

植込ボルト

条” 
六角ボルト

C 
( 印/つば付き 無 4T 

座面
一方もしくは両方の端

面に約2mmのくぼみ 6T 
がある

六角ボルト 頭部に浮き出し線が2 
5T 

(標準座面) 本あるボルト

六角ボルト
頭部に浮き出し線が2 

6T { つば付き 本あるボルト座面
溶接ポルト

4T 〔ウエルド〕
ボルト

六角ポルト 頭部に浮き出し線が3 
7T 

(標準座面) 本あるボルト

JA0002 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



0-11 
総説ーボルトおよびナットの締め付け

(2)品番による識別方法 

六角ボルト 植込ボルト
品番例 91111-40620 品番例 92132-40620 

長さ (mm) 下長さ (mm) 

呼び径 (mm) 呼び径 (mm) 
強度区分 強度区分

呼び径 呼び径

首下長さ
長さ

P0006 

- 1
 

3締め付けトルク表 

標準締め付けトルク(kg·cm) 

ピッチ(mm) 強度区分 呼び径(mm) 
標準座面 つば付き座面

6 1.0 55 60 

8 1.25 130 145 
10 1.25 260 290 

4T 
12 1.25 480 540 
14 1.5 760 850 

1.5 1,150 16 - 

6 1.0 65 - 
8 1.25 160 - 

10 1.25 330 - 
5T 

12 1.25 600 - 
14 1.5 930 - 
16 1.5 1,400 - 

6 1.0 80 90 
8 1.25 195 210 

6T 10 1.25 400 440 
12 1.25 730 810 
14 1.5 1,100 1,250 

6 110 1.0 120 
8 1.25 260 290 

10 1.25 530 590 
7T 

12 1.25 970 1,050 
14 1.5 1,500 1,700 
16 1.5 2,300 - 

JA0003 
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0-12 総 説一ボルトおよびナットの締め付け 

プレコートボルトについて

⑥ 
プレコートボルトとは,ネジ部にシールロック剤が塗布され (参考) 

ているボルトである。

1 ロック剤の再塗布が必要な場合

(1) プレコートボルトを取りはずした場合。 

シールロック剤 (2)締め付け点検などでプレコートボルトが動いた場合。(ゆるんだ 

り締まった場合) 

☐ERLD トルクチェックは締め付けトルク許容範囲の下限の値で確認
P0009 

し,動いた場合は次の要領で再度締め付ける。 

2 プレコートボルトの再使用方法 

(1)ボルトおよびネジ穴を清掃する。(交換する場合もネジ穴を清掃 

する。) 

(2) エア吹き付けなどにより十分乾燥させる。 

(3)ボルトのネジ部に指定されたシールロック剤を塗布する。 

/ 

塑性域締め付けボルトについて

90°1回答め 

90*締め付ける 1使用部位 

エンジン (1) エンジンのシリンダーヘッドボルトや各ベアリングキャップボ 
フロント

ルトおよびディファレンシャルのリングギヤセットボルトなど

には,塑性域締め付けボルトが使用されている場合がある。 

2 締め付け方法 

(1)締め付け方法は一般の規格ボルトと異なるうえ,塑性域締め付 

けボルトの中でも2種類の締め付け方法があるため,必ず作業 R2278 D00011 
指示に従って行う。

〈参考〉 指定トルクで締め付けた状態から,90°締め付ける場合と, 

90°2回締め 00*締め付ける 90°ずつ2回合わせて180°締め付ける場合がある。 
(2回目) 

90°締め付ける / 
(1回目) 

エンジン
フロント

R2279 
D00012 
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0-13 総説ーボルトおよびナットの締め付け

トルクレンチに延長工具を取り付けたときの

締め付けトルク

ℓ, l1 

1 延長工具使用時の締め付けトルク 

(1) トルクレンチにSSTまたは工具を組み合わせて締め付ける場 

合,トルクレンチの読みで規定締め付けトルクまで締め付ける 

と実際の締め付けトルクは過大となるため,計算式によりトル 

クレンチの読み T を求める。 

(2) 本文には代表トルクレンチ使用時の読みT’を計算して記載し 
P0427 

ている。同型式のトルクレンチがない場合は,計算式でトルクを 

求める。

本文での記載例
ℓ1 ℓ2 

T=1000kg·cm(規定締め付けトルク) 

T=820kg·cm (トルクレンチ1300F 使用時の読み) 

2 計算式および代表トルクレンチ 

}
{
 l2 

×規定締め付けトルク トルクレンチの読み= l 1 l 2 2 (kg·cm) (kg·cm) 
l . D00141 
l ……トルクレンチの長さ(cm) 

型式 トルク調整範囲(kg·cm) l.(cm) 
ℓ . l2 230F 30~230 25.0 

460F 50~460 30.0 

920F 100~920 34.5 

1300F 200~1300 38.0 

1900F 300~1900 42.5 

(東日製トルクレンチを使用) 

D00299 

JA5444 

~
。
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